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行政評価委員会説明資料

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

官民共創による塩尻型MaaS構築事業

（市事務事業：塩尻型MaaS構築事業）
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“市街地の便利な暮らし”

“農山村集落の豊かな暮らし”

塩尻市の目指す都市像
＝田園都市構想

の両立

定時定路線バス

・1999年民間路線バス撤退
→市営コミュニティバス

・10路線
・年間コスト約１億円

JR

・近隣都市部への通勤・通学
（松本市まで約15分）

・市内移動は限定的
（１時間に１本）

2020年の交通状況

その他

・タクシー事業者３社
・福祉輸送（市補助）
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官民連携による自家用車から地域公共交通サービスへの転換

⚫ 高齢ドライバー増加による事故リスク増大

⚫ 塾や病院送迎等、現役世代への負荷

⚫ 自家用車所有による家計負担

⚫ まちづくりへの影響（駐車場確保、郊外化）

⚫ 環境配慮（カーボンニュートラル、シェアリングエコノミー）

背景

⚫ 公共交通サービスの不足（サービスレベル、種類）

⚫ ユーザーの意識改革（自家用車所有からの脱却）
課題

産学官民共創により既存サービスの高度化と新たなサービス創出に取り組む

実施区域：塩尻市全域（近隣市町村との連携も随時検討）
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2020

2025

担い手不足（運転士、DX）

自動運転実証実験開始【民間企業との関係性構築】

AI活用型オンデマンドバス実証実験・社会実装

MaaS/Beyond MaaS実証実験・社会実装

行政×民間企業×地域住民の
アライアンスによる交通DX

塩尻市
目指す都市像

次世代交通がもたらす
安心して便利に暮らせる
地域社会の”実感”

自動運転Lv4チャレンジ × 地域MaaS

官民共創プラットフォーム

課題

強み

地
域
イ
ン
パ
ク
ト

地域デジタル人材「KADO」 都市の規模感・機能集約

限定的な公共交通（JR、コミバス） 新たな地域課題

2025年を1次到達点とし、
地域のリソースを集中投資

・交通DX分野の企業等集積

・新たなDX分野へのチャレンジ

・小中高大学生へのDX体験

・地域デジタル人材の活躍
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コンパクトシティ・プラス・ネットワーク

集落内交通
セミデマンドグリスロ・

カーシェア等

市街地交通
オンデマンドバス
＋自動運転

市街地～集落間交通
定時定路線バス
＋（自動運転）

自動運転

次世代の地域交通を支える基
盤技術として、技術・社会受
容性・事業化の観点から官民
連携で実証実験を推進し、
2025年の地域実装を目指す

MaaS

交通DX基軸とし、地域課題
の解決や地域住民のQOL向上
につながる新たなサービスを
開発・実装

オンデマンドバス

MaaS領域の具体的アウトプ
ット第一弾として、多くの課
題を抱える市街地コミュニテ
ィバスを代替するサービスと
して社会実装
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乗合
タクシー

カーシェア

既存公共交通

社会実装に向けて実証中の「のるーと」を核とし、それに続く形で乗合タクシー
やグリスロ、自動運転バスなど様々な実証・社会実装を推進

すてっぷくん

一般タクシー

自動運転
バス

オンデマバス「のるーと」

JR

社会実装に向け先行して実証中

各種送迎
サービス
高度化

福祉施設の
共同送迎

スクール
バスの
市民利用

商業施設
送迎の
貨客混載

グリスロ

自動運転時代の
モビリティサービスを検討 公共交通以外の輸送資源を活用 車両の有効活用を検討

田園ゾーンなどへの
拡大を検討

「のるーと」を核として、それに続く形で実証・実装に取り組むモビリティサービス
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２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度

MaaSアプリ

ダッシュボード

最適化検討
Beyond MaaS

自動運転

のるーと

◼ 課題整理
◼ 検討体制具体化

◼ ロードマッ
プ策定

◼ 広丘地区転換検
討

◼ LINE予約導入

◼ 片丘地区転換検
討

◼ 交通体系最適化検討に応じたのるーとの高
付加価値化検討（運行エリア拡大等）

◼ アプリ(Lv1）を
公開

◼ アプリ検証
◼ アプリ（Lv2）開

発・公開

◼ 環境整備（スマポ、5G通信、遠隔監視実証等）

◼ 自動運転バス

◼ 当面取り組む施
策テーマ見定め

◼ 中長期推進計画
の策定

レベル２＋ レベル２＋一部レベル４

の
る
ー
と
を
中
核
と
し
た
交
通
体
系
の
最
適
化

◼ 広域的な運用を
開始

◼ アプリ連携、効果
分析

◼ 各種交通・交通外
施策との連携・分
析実施

◼ アプリLv向上
（自動運転時刻表連
携等）

◼ 広域展開

都
市
計
画
課

先
端
産
業
振
興
室

◼ 農山村地域の地域の交通手段確保

◼ 市街地ー農山村地域間のアクセス性向上

◼ 目的地連携（医療・小売、観光等）

◼ 社会実装

◼ KADO3次元地図製作、一部オペレーションスキトラ・社会受容性向上実証・事業性検証
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◼ 二次交通中心に利用課題が
多く、アプリでの手軽な移動
案内で、公共交通移動を支援

◼ 交通手段間の連携による利
便性向上(例：のるーと⇔ＪＲ)

◼ アプリが将来の交通手段のユ
ーザ接点にもなる(新たにＤＬ
や操作方法の取得が不要)

サービス統合無
バラバラにサービスが提供さ
れている状態

情報の統合
複数交通モードの検索や運
賃情報を確認できる状態

予約・支払いの統合
アプリを通じて、検索・予約・
決済までができる状態

サービス提供の統合
複数の交通サービスが定額
制など一元化されたパッケ
ージで提供される状態

政策の統合
都市計画やインフラ整備など
の交通政策が一体となって
立案されている状態

Lｖ.０

Lｖ.１

Lv.２

Lv.３

Lv.4

￥

共通プラットフォーム

その他
サービス

パッケージ化、定額制、サブスクの展開等

データ

都市OS

モジュール
・アプリ

交通
データ

観光
データ

医療
データ

その他
データ

・・・

認証機
能

決済機
能

データPF機能・・・・

交通 都市計画観光 医療

◼ 定額制など新たな形式のサ
ービス提供により多様なニー
ズへの対応が可能

◼ 将来的に交通以外のサービス
とも相互に連携することによ
り持続的な都市経営が可能

◼ core塩尻を拠点とした全国
的な官民・民民共創のロール
モデルとして横展開

例：GoogleMap
YaHoo検索など

市民

行政

企業
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取組み背景

コンセプト

MaaSアプリ
概要

自家用車を前提とした移動から公共交通への転換
✓公共交通を取り巻く環境は年々悪化する一方、自家用車を保有・利用できない住民も一定数存在
✓交通渋滞や、移動に伴う環境負荷の低減も必要

地域密着/生活者視点で、公共交通を選択肢に引き上げる
✓地域密着型でその地域の交通課題に沿うMaaSアプリを展開

コンセプトを体現する3つの特徴

1.LINEを活用したUI設計 操作方法の習得が容易、新たなユーザ登録も不要

2.公共交通利用促進のための地域情報発信（将来的） 地域イベント等移動を促す情報を手軽に発信

3.公共交通利用を支える包括的な機能群 時刻、経路など公共交通利用時の支援情報を掲載

塩尻/松本の
タクシー
各社の
電話番号

デザイン中

１ ２ ３

４ ５ ６

２ ３ ５４１

作成中段階イメージ/
修正可能性あり
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１ 正確な現状分析と迅速な意思決定の実現

ダッシュボードとは

◼ ダッシュボードとは、大量のデータを収集・分析し、集計値や表、グラフ
など分かりやすい形で可視化するツール。

◼ 分析結果を一覧表示し、都度各データを参照する必要がなくなる。

活用メリット

２ リアルタイム共有

３ データ集計と資料作成の工数削減と効率化

➢ 現状把握に必要なデータを一つの画面で確認できる。
➢ 事業ごとに散在しているデータを一元管理することで、正確な分析に基づいた素早い意思決定が可能に。

※自動車の運転席にある、計器類が取り付けられた場所のことをダッシュボードと呼び、これが転じて、
様々なデータを一覧表示する画面という意味でつかわれる。

➢ リアルタイムの情報をいつでもどこでも関係者間で共有することができ、効率的に作業ができる。
➢ 数字の変化や打ち手の効果などが瞬時に確認でき、PDCAサイクルが高速且つ戦略的に実行される。

➢ 資料削減の工数を削減できる。
➢ 単純集計では分からなかった、クリティカルな課題が確認でき、レポートの精度が向上する。
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政策立案 事業のモニタリング シュミュレーション

現状の機能での活用 将来的な発展要素

◼ 現状課題に基づき政策
を立案し、その実施判
断・実施後の効果検証
を行う。

例
• 「新たな交通サービスの導入」という政

策仮説の検証のため、自動車ODデータ、
人口データなどを活用し、導入後の需要
予測を行う。

◼ 事業効果を日々モニタ
リングすることで、高
速でPDCAを回し、効果
的に事業推進を行う。

例
• MaaSアプリの効果検証
• 段階的にすてっぷくん、のるーと、シャ

アサイクルなど複数のモビリティの利用
状況をモニタリングし、総合的な事業マ
ネジメントを行う。

◼ 変数を入力することで、
検討している施策の効
果を事前に確認し、政
策立案につなげる。

 
例
• のるーと運行エリア拡大に伴う待ち時間
• 自動運転の運行に伴う利用者数

等の効果シュミレーション

１ ２ ３
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塩尻
MaaSアプリ

ログ取得 データ加工

登録ユーザー数
機能別アクセス数
など

担当職員

利用実績確認
アプリの機能改善、戦略立案

データに基づいた機能改善
プロモーション施策等の実施

MaaSアプリの利用状況をDBに蓄積し、ダッシュボードとして日々の利用状況をモニタリング

１ ２

３４
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①アプリ/
ダッシュボード事業

②BeyondMaaS事業

予
算
内
訳
・内
容

K
P
I

市が提供する地域公共交
通サービスの利用者数
（現時点 13５,０００人）

MaaSアプリ利用者数
（現時点 0人）

地域人材の
プロジェクト参加者数
（現時点 10人）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

• MaaSアプリの試作品を構築し、
アンケート・ヒアリングを通じて
効果検証を行う。

• BeyondMaaS領域の実現可能
性調査、実証実験を通じ、アプリ
との連携可能性を調査する。

• 塩尻MaaS研究会で運営する分
科会を主体として、
BeyondMaaS領域の実現可能
性調査、実証実験を実施する。

• アンケートなどの結果に基づき
機能のアップデートを行い、市民
サービスとして実装する。

• アプリで取得したデータの可視
化分析を行うと共に
BeyondMaaS領域における実
証事業の具体化を図る。

• BeyondMaaS領域における実
証実験を実施し、MaaSアプリと
の連携を目指した課題整理、要
件定義を行う。

• アプリのデータを活用した利用
促進活動の強化を行い、公共交
通の利用者増加を目指す。

• ダッシュボードは日常的な利用
を定着化させるとともに、運用
にあたり地域人材の活用を行う。

• BeyondMaaS領域において取
組サービスの社会実装を開始。

• MaaSアプリに連携が可能な要
素についてサービスを統合し、事
業性の向上を目指す。

5,000人

0人

５,０００人 6,000人

0人

0人

100人 100人

10人

７人

１０人 １０人

見込値目標値KPI部分凡例

１

２

３

※目標値、実績値は現時点に対する単年度ごとの増加分を記載
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